
イベント開催に込めた想い
2021 年 3 月 11 日。東日本大震災から 10 年が経過

するそのタイミングで、ニューヨークの地からできるこ
とはないか。そんな想いがきっかけとなり、JET プログ
ラム経験者が関わってきた震災のドキュメンタリー作品
をオンラインで上映するに至りました。

オンラインであれば世界中のどこにいても、東北のこ
れまでの歩みを知り、未来を語り合うことができます。
そして各自ができることを考えるきっかけにすべくこの
企画がスタートし、日本にいる JET プログラム経験者
や作品の監督にも協力を仰ぎ、実行委員会形式で企画を
進めていきました。

実施内容
3月5日から11日にかけて、6つのドキュメンタリー

作品の上映と 3 つのテーマのパネルディスカッション
を行いました。
―ドキュメンタリー作品の上映

各作品の上映後には、監督とのライブQ＆Aセッショ

ンを行い、参加者が監督に直接質問できるインタラク
ティブな時間の設計を意識しました。さらに北米在住の
JET プログラム経験者 5 名がモデレーターとして監督
との掛け合いをサポートしてくれました。参加者からは

「作品の中に収めきれなかったストーリーについて聞か
せてほしい」「取材した東北の人たちは今どうしている
のか」といった質問が寄せられました。
―パネルディスカッション
・　 姉妹都市交流　～陸前高田市とカリフォルニア州ク

レセントシティを例に～
・　日本の食文化と健康
・　これまでの歩みと東北の未来
という 3 つのテーマでパネルディスカッションを実施
しました。JET プログラム関係者だけでなく、大学生か
ら議員、学識経験者、そして陸前高田市職員まで多様な
顔ぶれのパネリストにご登壇いただきました。
「姉妹都市交流」のパネルディスカッションでは、津

波で流された高校の実習船が流れ着いたことを契機に、
初めは高校生の交流からスタートした関係が、今はビジ
ネスや教員の交流に発展した事例が紹介されました。具
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体的には陸前高田産の塩を使ってクレセントシティの
チーズ会社が商品開発を行ったり、特別支援教育をテー
マに教員が学びを共有するなど、今後も連携の可能性が
さらに広がっていく様子が見て取れました。
「日本の食文化と健康」では、山形県鶴岡市の給食や

食育をきっかけとして、アメリカの学校給食システムと
の比較、震災やパンデミックなどの危機が映し出すコ
ミュニティのレジリエンスや食産業を取り巻く課題など
幅広い観点から議論を行いました。また、被災後にコミュ
ニティを巻き込み、発酵食品に焦点を当てた新たな施設
をオープンした食品メーカーの事例など、東北の食が持
つ可能性を信じて前に進む姿を知ることができました。
「これまでの歩みと東北の未来」では、前半に東北 3

県の国際交流員から10年間の復興の歩みや各県の魅力、
観光情報の紹介をしてもらいました。後半では各パネリ
ストが震災を契機に自分の価値観がどう変わったか、東
北での勤務を始めてから感じたことなどを共有し、彼ら
から見た東北の人の強さと温かさについて語りました。

また、遠く
離れた地から
でもできる支
援のひとつと
して、各県の
情報発信サイ
トの案内に加
え、JET プロ
グラム経験者
が共同創業者
で あ る Ko-
koro Care Packages から特別に発売いただいた”食
べて応援”できる東北産品セットを参加者にご紹介しま
した。

そのほか、冨田駐米大使や岩手、宮城、福島各県知事
そして石巻市長からも当イベントに向けて温かいメッ
セージをいただきました。

ご協力いただいた監督やパネリスト、モデレーター、
MC はアメリカ・カナダ各地、日本、そしてヨーロッパ
にまで広がりました。

イベントの成果
チケット発券数は約 1,500 枚に達し、国別ではアメ

リカの 66 ％に続いて日本が 20 ％、カナダが 8 ％、そ
のほかシンガポールや英国、フランス、フィンランド、
イタリア、南アフリカ、メキシコなど合計 16 か国から
参加いただきました。

さまざまな方にご協力をいただいたことで、世界の人
と東北の 10 年間の歩みを見つめ、東北や日本が持つポ
テンシャルを知り、未来を語り合うという今回の目的を
達成することができたと思います。

当初想定していなかった収穫としては、コロナ禍でな
かなか人脈を広げるのが難しい中、今回のイベントでは
MC やパネリストの発掘と交渉、監督との連携などの調
整を通じて、新しい人脈の開拓につながったことです。

皆さんの地域を第二のふるさとだと思っている外国人
は JET プログラム経験者をはじめ、世界各地にきっと
います。オンラインでの参加なら協力してもらいやすく、
交通費もかかりません。パンデミックの危機をチャンス
と捉えて、つながりを広げるきっかけにしていきたいも
のです。
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